
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 

さやま保育サポートの会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームスタートさやま 
 

イギリスではじまった訪問型子育て支援に学

び、2014（Ｈ26）年度に試行的に着手し、翌年

４月活動母体となる「ホームスタートさやま」

を県内６番目に組織して、本格的に訪問型子育

て支援事業をスタートさせました。現在この訪

問型子育て支援事業は、世界 22 か国で取り組

まれ、日本では約 107 団体が活動しています。 

2017（Ｈ29）年度から訪問型子育て支援事業

は市の事業となり、当法人が受託しています。 

「ホームスタートさやま」の研修を受けた子育

て経験のあるボランティアが良き友人として家

庭を訪問します。保護者の気持ちに寄り添い、

話を「傾聴」し、保護者と一緒に育児や家事を

「協働」し、支援します。 

 

利用料：無料 

訪問日：月～金曜日（年末年始を除く） 

ボランティア週１回 2h×４回位（＋コー

ディネーター3 回） 

訪問時間：10 時 00 分～17 時 00 分 

対 象：６歳までの子どもがいる家庭 

 
ボランティア養成講座：隔年・１回２h～５ｈ×11 日間 

           10 月～11 月実施・無料 

 

所在地：狭山市狭山台３－８－１２ 

電話/Fax：０４－２９５７－０４５１ 

利用申込：よつばのおうち内ホームスタートさやま  

沿革（あゆみ）（令和 3 年 4 月 1 日現在） 

⓵2006（Ｈ18）年１月 10 日 NPO 法人認証 ②3 月 18 日よつ

ばのおうち事業開始。秋より「ひろば活動」開始③2007（Ｈ

19）年 3 月 1 日障害児生活サポート事業団体認定 ④同年度

家庭保育室認定⑤2008（Ｈ20）年 10 月１日子育てプレイス奥

富受託（よつばの広場活動中止）⑥2011（Ｈ23）年度保育サ

ポート研究所開所。「さやまの子育て支援ネットワークづく

り」に取り組む⑦同年度元気大学試行「パパ・ママのお助け

隊養成講座」運営・保育受託⑧2012(H24)年度～「パパ・ママ 

学童保育室（奥富、柏原小第一、 
新狭山小第一・第二、御狩場小） 

狭山市より学童保育室指定管理者の指定を受
け、2015（Ｈ27）年度から奥富及び柏原小の、ま
た 2016（Ｈ28）年度から新狭山小及び御狩場小
の学童保育室を運営しています。「利用者が安心
できる居心地のよい学童保育室」にすることを基
本的な考え方として、「ほっとしてわくわくする
放課後の生活を創出し、自立性と協調性に富んだ
児童の育成」に努めています。 

 子どもたちにとって学童保育室が「遊びの場」
「生活の場」「学びの場」を兼ね備えた「第２のお
家」となるように、「安全に過ごせる」「心の安ら
ぐ」「自主的で自由な活動のできる」「アットホー
ム」な環境づくりに心がけています。 

対 象：1 年生～6 年生 

開 室 日：月～土曜日（祝日・年末年始を除く） 

保育時間：放課後～18 時 30 分、学校休業日は 8 時から・

土曜日は 18 時まで（30 分の延長保育有） 

利用申込：狭山市教育委員会学務課 

奥富学童保育室（定員６０名） 

所在地：狭山市大字下奥富１１００番地 

電話/Fax：０４－２９５３－３５４０ 

柏原小第一学童保育室（定員５０名） 

所在地：狭山市大字柏原１１４１番地 

電話/Fax：０４－２９５４－８７３０ 

新狭山小第一・第二学童保育室（定員１１０名） 

所在地：狭山市入間川１１０８番地 

電話/Fax：０４－２９５７－５５２１ 

御狩場小学童保育室（定員５０名） 

所在地：狭山市北入曽７５５番地４号 

電話/Fax：０４－２９５８－１５３７ 

のお助け隊養成講座＝乳幼児期」企画運営及び保育受託。⑨

2015（Ｈ27）年 4 月よつばのおうち地域型小規模保育事業施設

に移行⑩同年４月「奥富学童保育室」｢柏原小学童保育室」を

受託⑪2014（Ｈ26）「ホームスタートさやま｣家庭訪問事業開始。

2017（Ｈ29）年度狭山市の事業となり受託⑫同年９月「パパ・

ママのお助け隊養成講座＝学童期」企画運営・保育受託⑬2016

（28）年度「新狭山小第一・第二学童保育室」「御狩場小学童

保育室」を受託。⑭柏原小学童保育室、柏原小第一学童保育室

名称変更。⑮2019(R1)年 10 月「パパ・ママのお助け隊養成講

座」終了。⑯2021(R1)年 4 月より新狭山小学童定員増となる。 
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2008（Ｈ20）年 10 月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人さやま保育サポートの会 

代表理事 大賀 明子 

350-1304 埼玉県狭山市狭山台３－８－１２ 

電話/FAX 04-2957-0451 

mail:yotuba-2006@qj9.so-net.ne.jp 

https://sayama-portal.jp/sayama_hoiku_support/ 

 

 

よつばのおうち 

 2015（Ｈ27）年３月まで、狭山市からの委託

事業として「家庭保育室」を運営して来ました

が、４月からは小規模保育事業型の認可保育

施設となりました。家庭的な雰囲気の中、「も

う１つのおうち」をめざし、子どもの気持ちに

寄り添った丁寧で暖かい保育を心がけていま

す。また、食事は、健康を第一に考え、国産減

農薬を中心とした材料を使って手作りし「心

と身体づくり」に努めています。 

保育理念：○みんなの幸せを願い、親子のサポ

ートをおこなう○温かい居心地のよいみんな

のおうち作り○ひとり一人を大切に子どもの

最善の利益を保障する○環境を通して養護と

教育を一体的におこなう 

開所日：月～土曜日（祝日・年末年始を除く） 

開所時間：７時 30分～18時 30分 

対 象：０（産休明け）～２歳児 

定 員：１９名 

所在地：狭山市狭山台３－８－１２ 

電話/Fax：０４－２９５７－０４５１ 

入所申込：狭山市役所保育幼稚園課 

＊見学は電話等で予約してください。 

2000（Ｈ12）年度から約 7 年間活動してきた「さ

やま保育サポート研究会」を前身として、2006（Ｈ

18）年当ＮＰＯ法人が立ち上がりました。この法人

は、子育て中の親たちに対し「孤立感を受けとめ、

お互いに支え合う場」を提供し、世代育成の視点か

ら広汎な地域子    

子育てプレイス奥富 

子育てプレイスは、狭山市が５か所設置してい

る親子の遊び場です。そのうちの「子育てプレイ

ス奥富」の運営を 2008（Ｈ20）年 10月から受託

しています。奥富の自然豊かな環境に居心地の良

い空間と、丁寧で暖かい心遣いの行き届いた運営

を展開しています。 

基本方針：○子育て中の親たちの孤立感を受けと

め、お互いに支えあう場を提供する ○次世代育

成の視点から広汎な地域子育て支援・子育ち支援

の場を設ける○親子が安全・安心に集えるよう

に、清潔でくつろぎやすい環境を整える 

内 容：遊び・会合の場の提供、幼稚園見学会・

誕生会等、子育て情報・子育て相談 

開所日：月・水・木・金・日曜日（祝日・年末年始

を除く） 

開所時間：10時 00分～16時 30分 

対 象：狭山市在住０～３歳の子どもと家族 

所在地：狭山市下奥富 1100番地 

奥富ふれあい館内 

電話/Fax：０４－２９５２－６８０１  

保育サポート研究所 

当ＮＰＯ法人は「さやま保育サポート研究会」

から発足しました。その流れを受けて、保育サポ

ート研究所を発足させました。さやま市民大学・

パパ・ママのお助け隊養成講座（乳幼児期・学童

期）の企画運営・保育を受託し、数多くの受講生

を輩出してきました。その他、講座の企画運営・

研修会の相談及び講師派遣、共同研究、受託研究

等を行っています。 

保育サポート研修事業 

研修活動 

保育講座講師派遣等 

保育サポート保育講座 

保育サポーター養成講座 

保育サポート研究事業 

 

所在地：狭山市狭山台３－８－１２ 

電話/Fax：０４－２９５７－０４５１ 

申 込：よつばのおうち 

 

育て支援・子育ち支援の場を設ける。また働く親

をもつ低年齢児などを対象に、家庭的で温かい保

育を提供できる保育サポーターの養成に努め、人

間性豊かに成長できる地域社会を創造し、地域福

祉の増進に寄与することを目的としています。 

mailto:yotuba-2006@qj9.so-net.ne.jp
https://sayama-portal.jp/sayama_hoiku_support/

